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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 55,110 11.9 13,533 31.5 15,160 23.8 11,047 22.6

2024年３月期第１四半期 49,255 △5.3 10,289 △17.4 12,246 △14.0 9,013 △9.3

（注）包括利益 2025年３月期第１四半期 12,338百万円（△0.1％） 2024年３月期第１四半期 12,350百万円（32.4％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第１四半期 46.30 －

2024年３月期第１四半期 37.29 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 345,830 271,604 78.3

2024年３月期 341,449 265,907 77.6

（参考）自己資本 2025年３月期第１四半期 270,696百万円 2024年３月期 265,003百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 56.00 － 58.00 114.00

2025年３月期 －

2025年３月期（予想） 20.00 － 20.00 40.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
通期 232,000 4.4 40,500 △3.9 41,600 △8.7 33,000 △2.9 138.10

１．2025年３月期第１四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年６月30日）

（注）当社は、2024年４月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期

首に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり四半期純利益」および「潜在株式調整後１株当たり四半

期純利益」を算定しております。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

当社は、2024年４月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。2024年３月期について

は株式分割前の実際の配当金の額を記載しております。

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期１Ｑ 242,524,128株 2024年３月期 242,524,128株

②  期末自己株式数 2025年３月期１Ｑ 4,539,362株 2024年３月期 3,568,383株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期１Ｑ 238,602,786株 2024年３月期１Ｑ 241,713,837株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注)詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記　(３)四半期連結財務諸表に関する注記
事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

(注)１．当社は、2020年３月期より「株式給付信託（BBT）」を導入しており、当該信託が保有する当社株式を期
末自己株式数および期中平均株式数の算定上控除する自己株式に含めております。

２．「(4）発行済株式数（普通株式）」は株式分割後の株数を記載しています。

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々

な要因により異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等につ

いては、添付資料３ページの「１．経営成績等の概況　(３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧く

ださい。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第１四半期（2024年４月１日から2024年６月30日までの３ヵ月間）は、欧米における高い金利水準の継続に伴

う影響や中国経済の先行き懸念など、海外景気の下振れリスクや物価上昇、中東地域をめぐる情勢、金融資本市場

の変動等の影響の懸念もあり世界経済の先行きは不透明な状況が続きました。国内においては、雇用・所得環境が

改善する下で個人消費は持ち直しに足踏みが見られるものの、景気は緩やかな回復傾向が見られました。

当社グループを取り巻く事業環境は、国内の景気は緩やかに回復しているものの、原材料の高騰や為替の影響等

による物価上昇や、中国経済停滞の長期化による下振れの影響が懸念される状況にありました。

このような事業環境下、当社グループは2023年度を初年度とする３ヵ年計画「２０２５中期経営計画」におい

て、「実践と躍進」を基本方針として掲げ、課題である「市場の変化を捉えた事業拡大」「新製品・新技術開発の

加速」「生産性の向上」「安全・安心の追求」「ＣＳＲの推進」に取り組み、新市場開拓と拡販ならびに生産コス

トの低減に努め、持続的成長に向けた経営努力を積み重ねてまいりました。

これらの結果、当第１四半期の売上高は、55,110百万円と前年同期比11.9％の増収となりました。営業利益は、

13,533百万円と前年同期比31.5％の増益、経常利益は、15,160百万円と前年同期比23.8％の増益、親会社株主に帰

属する四半期純利益は、11,047百万円と前年同期比22.6％の増益となりました。

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

①機能化学品事業

脂肪酸誘導体は、アジアにおける環境エネルギー関連の需要が回復し、売上高は増加しました。

界面活性剤は、トイレタリー関連の需要が好調に推移し、売上高は増加しました。

エチレンオキサイド・プロピレンオキサイド誘導体は、トイレタリー関連や合成樹脂・樹脂加工向けの需要が堅

調に推移し、売上高は増加しました。

有機過酸化物は、国内およびアジアでの需要が底堅く、売上高は前年同期並みとなりました。

特殊防錆処理剤は、国内外の需要が好調に推移し、売上高は増加しました。

これらの結果、機能化学品事業の売上高は、36,779百万円（前年同期比23.0％増）、営業利益は、8,487百万円

（前年同期比84.0％増）となりました。

②医薬・医療・健康事業

食用加工油脂・食品機能材は、製パン・製菓・加工食品向けの需要が底堅く、売上高は前年同期並みとなりまし

た。

健康関連製品は、健康食品向けの出荷が減少し、売上高は減少しました。

生体適合性素材は、ＭＰＣ（２-メタクリロイルオキシエチルホスホリルコリン）関連製品の需要が好調に推移

し、売上高は増加しました。

ＤＤＳ（ドラッグ・デリバリー・システム：薬物送達システム）医薬用製剤原料は、一部顧客向けの在庫調整や

欧米での金融引締めの影響により、一時的な需要の踊り場を迎え売上高は減少しました。

これらの結果、医薬・医療・健康事業の売上高は、12,589百万円（前年同期比8.5％減）、営業利益は、5,391百

万円（前年同期比7.5％減）となりました。

③化薬事業

産業用爆薬類は、売上高は減少しました。

宇宙関連製品は、ロケット向け製品の出荷が減少し、売上高は減少しました。

防衛関連製品は、売上高は増加しました。

機能製品は、売上高は増加しました。

これらの結果、化薬事業の売上高は、5,587百万円（前年同期比2.6％増）、営業利益は、415百万円（前年同期

比15.6％減）となりました。

④その他の事業

その他の事業は、運送事業および不動産事業から構成されております。その売上高は、154百万円（前年同期比

5.2％増）、営業利益は、108百万円（前年同期比56.3％増）となりました。
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（２）当四半期の財政状態の概況

　当第１四半期末の総資産は、前期末に比べ4,381百万円増加し、345,830百万円となりました。

　資産の増減の主な内容は、現金及び預金の増加543百万円、売掛債権の減少4,661百万円、棚卸資産の増加6,526

百万円、有形固定資産の増加1,235百万円等であります。

　負債は、前期末に比べ1,315百万円減少し、74,226百万円となりました。

　負債の増減の主な内容は、買入債務の増加1,490百万円、法人税等の納付による未払法人税等の減少2,348百万円

等であります。

　純資産は、前期末に比べ5,697百万円増加し、271,604百万円となりました。

　純資産の増減の主な内容は、親会社株主に帰属する四半期純利益11,047百万円、自己株式の取得による減少

2,001百万円、為替換算調整勘定の増加1,316百万円、剰余金の配当による減少4,622百万円等であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　通期の連結業績予想につきましては、当初予想（2024年５月９日発表）に変更はありません。

　なお、業績予想につきましては、本資料の発表日において入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、

実際の業績は、今後の様々な要因によって予想と異なる可能性があります。

（４）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、1,917百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

（５）主要な設備

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の設備投資額は、2,578百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの主要な設備、設備計画に著しい変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 91,744 92,288

受取手形、売掛金及び契約資産 54,603 49,840

電子記録債権 3,560 3,662

商品及び製品 27,548 30,132

仕掛品 4,805 7,425

原材料及び貯蔵品 18,653 19,975

その他 4,143 4,941

貸倒引当金 △195 △194

流動資産合計 204,863 208,071

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 24,789 24,598

土地 20,393 20,321

その他（純額） 29,512 31,010

有形固定資産合計 74,695 75,930

無形固定資産

その他 2,166 2,099

無形固定資産合計 2,166 2,099

投資その他の資産

投資有価証券 51,192 51,162

退職給付に係る資産 5,777 5,805

その他 2,813 2,822

貸倒引当金 △60 △60

投資その他の資産合計 59,723 59,729

固定資産合計 136,585 137,759

資産合計 341,449 345,830

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 21,741 23,131

電子記録債務 1,373 1,473

短期借入金 1,607 1,669

未払法人税等 7,339 4,991

賞与引当金 3,655 2,133

その他 18,411 19,225

流動負債合計 54,129 52,625

固定負債

長期借入金 2,775 2,804

退職給付に係る負債 4,942 5,006

その他 13,693 13,790

固定負債合計 21,412 21,601

負債合計 75,541 74,226

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 17,742 17,742

資本剰余金 15,052 15,732

利益剰余金 206,309 212,061

自己株式 △7,209 △9,211

株主資本合計 231,894 236,324

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 26,685 26,671

為替換算調整勘定 4,429 5,746

退職給付に係る調整累計額 1,993 1,954

その他の包括利益累計額合計 33,108 34,371

非支配株主持分 904 908

純資産合計 265,907 271,604

負債純資産合計 341,449 345,830
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年６月30日)

売上高 49,255 55,110

売上原価 30,030 32,229

売上総利益 19,225 22,880

販売費及び一般管理費 8,936 9,346

営業利益 10,289 13,533

営業外収益

受取利息 62 94

受取配当金 558 560

為替差益 1,115 888

その他 315 203

営業外収益合計 2,052 1,746

営業外費用

支払利息 25 28

不動産賃貸費用 18 17

固定資産撤去費用 23 23

その他 29 50

営業外費用合計 95 119

経常利益 12,246 15,160

特別利益

固定資産売却益 0 411

固定資産受贈益 411 －

投資有価証券売却益 190 102

受取補償金 － 220

その他 － 1

特別利益合計 602 736

特別損失

固定資産除却損 16 0

固定資産圧縮損 － 1

特別損失合計 16 2

税金等調整前四半期純利益 12,831 15,894

法人税等 3,811 4,839

四半期純利益 9,019 11,055

非支配株主に帰属する四半期純利益 6 7

親会社株主に帰属する四半期純利益 9,013 11,047

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年６月30日)

四半期純利益 9,019 11,055

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,879 △13

為替換算調整勘定 449 1,334

退職給付に係る調整額 1 △39

その他の包括利益合計 3,330 1,282

四半期包括利益 12,350 12,338

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 12,339 12,311

非支配株主に係る四半期包括利益 10 26

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

(「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用)

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日）等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しております。

　なお、これによる四半期連結財務諸表への影響はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

（税金費用の計算）

　税金費用については、主として当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる会社については、法定

実効税率を使用して計算した金額を計上しております。
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他

(注)１
合計

調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)３

機能化学
品事業

医薬・医
療・健康

事業
化薬事業 計

売上高

(1)外部顧客への売上高 29,909 13,751 5,448 49,109 146 49,255 － 49,255

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高
959 183 2 1,145 2,018 3,164 △3,164 －

計 30,869 13,935 5,450 50,255 2,165 52,420 △3,164 49,255

セグメント利益 4,611 5,831 492 10,935 69 11,005 △715 10,289

（単位：百万円）

報告セグメント

その他

(注)１
合計

調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)３

機能化学
品事業

医薬・医
療・健康

事業
化薬事業 計

売上高

(1)外部顧客への売上高 36,779 12,589 5,587 54,956 154 55,110 － 55,110

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高
1,080 238 3 1,322 2,174 3,496 △3,496 －

計 37,859 12,827 5,590 56,278 2,328 58,606 △3,496 55,110

セグメント利益 8,487 5,391 415 14,295 108 14,403 △870 13,533

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

　　　　　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送、不動産販売およ

び管理業務等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△715百万円には、セグメント間取引消去△23百万円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△692百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年６月30日）

　　　　　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送、不動産販売およ

び管理業務等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△870百万円には、セグメント間取引消去△52百万円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△817百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

　前第１四半期連結累計期間
（自  2023年４月１日

　　至  2023年６月30日）

　当第１四半期連結累計期間
（自  2024年４月１日

　　至  2024年６月30日）

減価償却費 1,555百万円 1,682百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
機能化学品

事業
医薬・医療
・健康事業

化薬事業 計

売上高

日本 20,886 5,669 5,403 31,958 133 32,092

アジア 6,535 751 36 7,324 12 7,336

欧州 1,651 4,628 5 6,284 － 6,284

その他 836 2,702 3 3,542 － 3,542

外部顧客への売上高 29,909 13,751 5,448 49,109 146 49,255

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
機能化学品

事業
医薬・医療
・健康事業

化薬事業 計

売上高

日本 25,318 5,407 5,562 36,288 132 36,420

アジア 8,417 440 20 8,878 21 8,900

欧州 1,873 3,996 3 5,873 － 5,873

その他 1,169 2,744 0 3,915 － 3,915

外部顧客への売上高 36,779 12,589 5,587 54,956 154 55,110

（収益認識関係）

　当社グループの売上高は、主に顧客との契約から認識された収益であり、当社グループの報告セグメントを地域別

に分解した場合の内訳は、以下のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送、不動産販売および管理業

務等を含んでおります。

２．売上高は、そのほとんどが顧客との契約から認識した収益であり、その他の源泉から認識した収益に重要性

はないため区分して記載しておりません。

当第１四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年６月30日）

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送、不動産販売および管理業

務等を含んでおります。

２．売上高は、そのほとんどが顧客との契約から認識した収益であり、その他の源泉から認識した収益に重要性

はないため区分して記載しておりません。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2024年８月７日

日油株式会社

取締役会　御中

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 狩野　茂行

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 川脇　哲也

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている日油株式会社の2024年４月１日から2025年３月31日ま

での連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2024年４月１日から2024年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間

（2024年４月１日から2024年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結

損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判

断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータ及びＨＴＭＬデータは期中レビューの対象に含まれていません。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・  主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・  継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期

財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されて

いないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認めら

れる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性

に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論

を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将

来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・  四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基

準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・  四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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